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沖縄インフラDXルームを開設しました
令和4年12月20日（火）

報道関係者を対象に施設紹介を行いました

開発建設部総務部・運輸部

▲DXルーム

　令
和
4
年
12
月
20
日（
火
）に
沖
縄
総
合
事
務

局
2
号
館
3
階
に
て「
沖
縄
イ
ン
フ
ラ
D
X
ル
ー

ム
」を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　D
X
ル
ー
ム
で
は
遠
隔
臨
場
の
実
施
、V
R
・

A
R
機
器
を
用
い
た
イ
ン
フ
ラ
D
X
体
験
が
行
え

る
ほ
か
、打
合
せ
ス
ペ
ー
ス・
W
e
b
会
議
ル
ー
ム
の

設
置
が
さ
れ
て
お
り
、今
後
は
B
I
M
／
C
I
M

研
修
の
実
施
な
ど
人
材
育
成
の
場
と
し
て
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　開
設
に
あ
た
っ
て
は
、畠
中
次
長
に
よ
る
挨
拶
の

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　技
術
管
理
課
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後
、D
X
ル
ー
ム
施
設
の
概
要
説
明
、3
D
デ
ー
タ

に
よ
る
首
里
城
復
興
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、構
造
点
検
な
ど
の
研
修
用
3
D
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
V
R
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　建
設
業
界
は
高
齢
化
、担
い
手
不
足
が
進
行
し

て
い
ま
す
。現
状
の
労
働
環
境
を
改
善
さ
せ
る
為

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、生
産
性
向
上（
施
工

現
場
の
効
率
化
、省
人
化
の
促
進
等
）を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

▲3Dデータを使った首里城復興の紹介▲次長挨拶

お
問
合
せ
先

総
務
部 

安
心
・
安
全
対
策
推
進
官
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８
-８
６
６
-0
0
6
6

窓窓窓
仕事の仕事の

No.10
防
犯
機
器
搭
載
タ
ク
シ
ー

（
タ
ク
パ
ト
）の
普
及
に
つ
い
て

　「
タ
ク
パ
ト
」と
は
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
や
通
信
機
能
を
持
た
せ
た
車
載
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
タ
ク

シ
ー
の
こ
と
で
、運
転
手
が
事
件
・
事
故
に

遭
遇
し
た
際
に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
を
ワ

ン
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
画
像
や
位
置
情
報

を
県
警
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　走
行
中
に
不
審
者
な
ど
を
発
見
し
た

際
に
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
位
置
情
報
を
通
報

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、県
警
へ
の
事

件
・
事
故
の
通
報
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
る

ほ
か
、犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。ま
た
、「
タ
ク
パ
ト
」全
車
両
の

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
画
像
を
一
元
管
理

し
て
お
り
、県
警
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、事
件
が
発
生
し
た
現
場
付
近
を

走
行
し
た「
タ
ク
パ
ト
」の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
画
像
を
迅
速
に
提
供
し
、早
期
の
事

件
の
捜
査
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。沖
縄
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会
の

協
力
の
も
と
、令
和
４
年
１２
月
末
時
点
で
、

県
内
タ
ク
シ
ー
の
約
７
割
が
タ
ク
パ
ト
と

し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
　

　ま
た
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、沖
縄

県
に
お
け
る
犯
罪
抑
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、沖
縄
・
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル（
青
パ
ト
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
と

連
携
し「
青
パ
ト
」と「
タ
ク
パ
ト
」が
沖
縄

県
の
犯
罪
防
止
対
策
に
最
大
限
の
効
果

を
挙
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲タクパトに
掲示される
ステッカー

▲システム搭載のタクパト車内

▲ワンタッチで通報可能

お
問
合
せ
先

運
輸
部 

船
舶
船
員
課
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８
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　令
和
４
年
１２
月
１５
日（
木
）、沖
縄
地
方

交
通
審
議
会（
会
長 

上
原 

義
信
）か
ら

沖
縄
総
合
事
務
局
長（
田
中 

愛
智
朗
）に

対
し
て「
沖
縄
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木

船
運
航
業
最
低
賃
金
」、「
沖
縄
海
上
旅

客
運
送
業
最
低
賃
金
」の
改
正
に
関
す
る

答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
船

員
の
最
低
賃
金
に
お
い
て
答
申
ど
お
り
の

改
正
を
決
定
し
、令
和
５
年
４
月
上
旬
に

発
効
す
る
予
定
で
す
。

　船
員
の
最
低
賃
金
は
、最
低
賃
金
法
の

特
例
規
定
に
よ
り
、業
種
・
航
行
区
域
・
総

ト
ン
数
の
区
分
別
に
国
土
交
通
大
臣
又
は

地
方
運
輸
局
長
等
に
よ
り
月
額
で
決
定

さ
れ
ま
す
。沖
縄
管
内
適
用
分（
当
局
長

決
定
）と
し
て
は
、「
内
航
鋼
船
」、「
海
上

旅
客
」の
２
業
種
で
あ
り
、職
員（
船
長
や

機
関
長
等
の
役
職
の
あ
る
者
）、部
員（
職

員
以
外
）そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
毎
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。改
正
後
の
最
低
賃
金
額
は

表
の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、大
臣
決
定
の
最
低
賃
金
は
、内
航

鋼
船
お
よ
び
海
上
旅
客
と
も
に
令
和
５
年

２
月
１９
日（
日
）か
ら
改
正
発
効
さ
れ
、局
長

等
決
定
の
最
低
賃
金
は
各
地
方
運
輸
局
等

に
お
い
て
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

〜
内
航
鋼
船
１
，０
０
０
円
、

　
　
　海
上
旅
客 

１
，０
０
０
円 

引
き
上
げ
〜

沖縄総合事務局長決定に係る船員最低賃金【発効日：令和５年４月上旬予定】　（すべて月額）

業 種 別

沖縄内航鋼船運航業及び
木船運航業

職員

部員

職員

部員（海上経歴３年未満）

部員
沖縄海上旅客運送業

職 種 等 最低賃金額
（改正前の額）

引き上げ額
（増加率）

若年職員（特定の養成施設課程を
修了し勤務期間が短い者）

251,750円
（250,750円）

1,000円
（0.40％）

235,300円
（234,300円）

1,000円
（0.43％）

193,150円
（192,150円）

1,000円
（0.52％）

183,850円
（182,850円）

1,000円
（0.55％）

248,350円
（247,350円）

1,000円
（0.4％）

186,900円
（185,900円）

1,000円
（0.54％）

Web会議ルーム（ブース）
VR体験の様子

首里城正殿の画像
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